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研究成果の概要：児童が主体的に活用できる電子教材の単元の継続開発及び,自己の英語の録音及び例文との比
較機能を加えた新たなデジタルポートフォリオ機能の開発を行なった。大阪大学大学院医学系研究科数理保健学
研究室(大野ゆう子教授,藤井誠研究員)および関西大学初等部堀力斗教諭の協力のもと,RCT(ランダム化 比較試
験)により、本アプリケーションと比較対象として学習内容的に同等レベルの電子ブックを活用し,とりわけ英文
法の定着率や正確性を比較検討した結果、本アプリケーションに学習効果だけでなく、デジタルブックと比べ、
継続性があり、BYOD社会に対応した学校と家庭での連続的に学びに適しているということが分かった。

研究分野：小学校外国語活動・外国語科におけるICTの活用
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研究成果の学術的意義や社会的意義
外国語科の目指す資質・能力の三つの柱のうちの一つである「知識及び技能」の目標は「外国語の音声や文字，
語彙，表現，文構造，言語の働きなどについて，日本語と外国語との違いに気付き，これらの知識を理解すると
ともに，読むこと，書くことに慣れ親しみ，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケ
ーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。」と設定されている。この目標に着目し,
子どもたちの気づきや言語を習得する過程を明らかにした上で,ICTを活用してより効果的に,かつ児童が主体的
に活用できる電子教材の開発をすることで,情報化社会に対応した,外国語教育の１つのあり方を示す。
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※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 
2020年度の小学校外国語活動の教科化に向

けて 2018年度より,大阪 教育大学英語教育コ
ースの箱崎雄子准教授及び株式会社アプリル
の協力のもと,児童が主体的に活用できる電子
教材(アプリケーション)の開発を行っている。
本研究は,上記電子教材における単元の継続開
発及び,昨年度機能に加えた到達度自己評価シ
ステムに自己の英語の録音及び例文との比較
機能を加えた新たなデジタルポートフォリオ
機能（右図１,２）の開発を行うことによる,学
習意欲,学習効果のさらなる向上やその有用性
を検証するものである。さらに本年度は,今後
到来が予想される BYOD 社会に対応するた
め,特定のタブレット PC だけでなく,スマー
トフォンなどの小型端末への対応も行う事で,
家庭と学校とで連携した英語学習のあり方に
ついても考察していくこととした。 
 
２．研究成果 
 まずは本アプリケーションの開発内容につ
いて述べる。本年度は主に、自己の英語の録音
とお手本音声とを比較する機能の開発を行な
った。昨年度は、達成できた課題をスクリーン
ショットし、自己の写真フォルダに保存して
いくという子どもたちの姿及び、実施したア
ンケート結果から自己の達成度を記録してお
きたいという子どもの願いに則した形でデジ
タルポートフォリオ機能を新たな機能として
開発した。しかし、そもそも達成できない課題
に対し、児童自らが解決できるような気づき及
び発見をする機能を有していなかったため、自
己到達度という「結果」だけに着目し、できな
いことへの「原因」を追究することは昨年度の
開発段階における本アプリケーションでは困
難であった。そこで本年度は、上記デジタルポ
ートフォリオ機能に自己の録音と例示した音
声とを比較できる機能を追加開発することに
した。しかし、児童がアプリケーションを活用
する際の見取りから、当初予定していたポート
フォリオ機能内に録音機能を組み込むという
形では、課題に対して自然と原因追究しようと
する思考へと結びつきにくいということが明
らかとなった。そこで、児童の思考の流れを考
察する中で、ポートフォリオ機能内ではなく、
音声判定直後に即時的に録音を聞き直す形式
に変更した。このことにより、児童は上手く音
声認識できなかった直後に、自然と自分の発音
とお手本音声とを聞き比べる姿が見られるよ
うになった。この音声比較機能に加え、さらに
本研究開発では、BYOD 社会の到来に向け、タ
ブレット端末だけでなく、家庭でも継続して学
びを続けられるように、スマートフォンへの対
応も行なった（図３）。 
本開発アプリケーションの有用性における

検証方法は、大阪大学大学院医学系研究科数理
保健学研究室(大野ゆう子教授,藤井誠研究員)
および関西大学初等部堀力斗教諭の協力のも
と,RCT(ランダム化比較試験)により、本アプリ 図４ 実施したテスト 

図１ 開発中のアプリケーション 

自己の英語の録音と例文の比較機能 

図２ デジタルポートフォリオ機能 

図３ スマートフォン版アプリケーション 



 

 

ケーションと比較対象として学習内容的に同等レベルの電子ブックを活用し、とりわけ英文法
の定着率を比較検討した（図４）。対象児童は私立小学校 1年生 64 名、2年生 56 名である。各
学年の人数をランダムで等分した上で、それぞれのグループにアプリケーションと電子ブック
を 1 週間にわたって毎日 20 分間使用させた。その際、使用期間の前後に学習定着率（右図５）
の伸び幅を比較することで、それぞれの学習効果を検証した。さらに、アンケートを活用するこ
とで、それらを持続的に活用したいかどうかについても調査した。 
平均スコアの伸び率の結果は右図５の通りである。デジタルブックとアプリケーションで、と

もに平均スコアは上昇したものの、伸び率についてはデジタルブックを使用したグループの方
がスコア上昇率が大きかった。これは、デジタルブックは一方的にテスト問題に対応した文法事
項を一つ一つ押さえていく内容であり,全児童が毎回２０分間で全ての文法事項を網羅的に確認
することができたのに対し、アプリケー
ションは児童が自ら対象を選んで学び
を深めるため、そのランダム性から、短
い期間においては未習事項が発生した
ためだと分析する。しかし、１週間が経
過した後のテスト後にアンケート調査
を行ったところ、「家でも使いたいです
か?」という質問に対しては、１年生・２
年生共にアプリケーション使用グルー
プの児童の方が高い数値であった（図
６）。また、「英語に自信がついたか」と
いう質問に対しても同様にアプリケー
ション使用児童の数値が高かった（図
７）。つまり、短期的にはよりピンポイ
ントで学習内容をインプットできるデ
ジタルブックの方が定着率の上昇率が
高いものの、「主体的に継続して子ども
自らが使う」という長期的な使用を考え
ると、アプリケーションにはさらなる効
果があると予想できる。このことから
本アプリケーションは、これからの
BYOD 社会に向けて、家庭でも児童が主
体的・長期的に活用を継続でき、かつ文
法定着率や発音などの定着率も向上さ
せていくことができるものとして期待
できるのではないだろうか。 
しかし、本アプリケーションは継続

して開発を続けている状態であり、か
つ上記の結果からさらに長期的な検証
が必要である。また、現在はとりわけ
「聞く」「話す」「読む」の３観点につい
ては機能的に 1 人で学習を進めやすい
ものとなっているが、「書く」という点
においてはまだ不十分な点がある。そ
こで、これからも継続して検証を進め
ることに加え、「書く」という点を中心
に開発を進めることで、外国語科で求
められる「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能を一つのアプリケーション内で網羅し、それ
らを子ども自らが主体的に活用できるようにしていく。加えて、多くの小学校で幅広く活用でき
るよう、本研究で開発したアプリケーションを広く公開し、意見を集約することで、更なる改良
をしていく必要がある。 

図５ 平均スコアの伸び率（最小値０ 最大値１５） 

図６ 家でも続けたいか（最小値１ 最大値５） 

図７ 英語に自信がついたか（最小値１ 最大値５） 
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